
1

　２０２２年２月１５日　　　　　　　　　　　　　　　

平和 ･人権 ･環境　

ユニオンネット平和センター（略称：ユニオン平和）
〒 101-0048　東京都千代田区神田司町 2-15-9 武蔵野ビル 2F労働相談室気付
　　　　　TEL 070-6576-2071　　　　　FAX 03-5577-7263
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　１月２４日、東京・としま区民センターにおいて、主催：刑法・少年法改悪に異議あり！緊

急アクションによる「刑務所体験が語る獄中処遇の問題点―刑法・刑罰制度大改悪を前にして」

の講演学習会が開催された。２５名の参加。

　講師は五十嵐　弘志さん（五七）（ＮＰＯ法人マザーハウス理事長）。五十嵐さんは、幼いこ

ろから家族に愛されていないと思い、中学時代にぐれた。２０台から３度逮捕され、「殺人」、「覚

醒剤」以外の「犯罪」に手を染め、計２０年近く服役。三度目の逮捕後、キリスト教の教えに

触れ、服役中に聖書やマザー・テレサに関する本などを熱心に読み、刑務所を訪れる教誨師に

教えをうけた。十年前に出所。カトリックの洗礼を受け、マザーハウスを設立した。

　マザーハウスは刑務所を出所した人たちに、住居や仕事を紹介する。ボランティアたちの協

力で、服役中の受刑者たちと文通して悩みや社会復帰への不安にも寄り添ってきた。

　刑務所では刑務官たちの存在が絶対であり、その指示に従って作業し、自ら考えて動くこと

がほとんどない。五十嵐さんは「社会性が育てないまま出所し、生活に困り再び犯罪に手を染

める人が少なくない。」また、「再び罪をおかしてしまうことはもちろん悪い。ただなぜそうし

てしまうのかに目を向けてほしい。罪を犯す人は、過去に虐待をうけたり、いじめられたり、

自らも傷をもっていることが少なくない。元受刑者が思い吐き出し、自らと向き合う場所が必

要だ」と語る。五十嵐さんは「再犯防止に向けた具体的な計画を作っている自治体はほとんど

ない。再犯防止の活動は票にならないと考える国会議員も多い。ただ本気で再犯防ごうとする

なら、議員が刑務所に出向いて受刑者たちの声を聞き、どんな支援が必要か社会全体で考えて

ほしい」と訴えられた。（東京新聞２１年１１月１４日）

　今日、憲法改悪を頂点としつつ、刑法・少年法改悪等、様々な法改悪が準備されようとして

いることに重大な関心を持っていかなければならない。

　ユニオン平和第４回総会を３月に（予定）しています。会員皆様の圧倒的参加をお願い致し

ます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　芝崎眞吾
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■オミクロン株の感染拡大の勢いが止まら

ない。19 日も東京都で 7377 人、千葉県で
1606 人の感染者を数えた。1月 19 日の夜、

船橋市内で京葉ユニオ

ン第 3 回総会が開か

れた。総会の記念講演

として、「自民党の改

憲案批判」をテーマ加

藤晋助弁護士が講演し

た。

■韓国さんけんの解散・解雇の撤回を求める

集会が、韓国サンケン労組と支援する会が主

催し開催された。２００部夭死した資料が足
りないほどの参加社で会っ

た。５００日を超える韓国

サンケン労組の闘いは、韓

国 ･ 日本でも広がってい

る。
　支援する会の尾澤孝司さんは、昨年末に保

釈されたが、会社、警察、検察が一体となり「暴

行」容疑で

２００日以

上に及ぶ拘

留という不
当な刑事弾圧を行ってきた。集会冒頭には尾

澤さんから保釈条件の中で挨拶をされた。

　韓国サンケンの闘いは、国を超えた闘いと

して、共に闘う地平となっている。Web 参

加の韓国サンケン労組からは、「団結した労

働者は負

けない」

と力強い

決意がさ

れた。

■ミャンマー国軍のクーデターから 1年が

経過した。国軍の弾圧による犠牲者は増える

ばかりだ。死者は 1507 人、クーデター後に

不当に逮捕・拘束された人は 11902 人、そ

のうち 84 人が死刑を宣告（2月 1 日現在。

ミャンマー政治犯支援協会）。そして、国内

避難民は約 40万人。周辺のインド、タイへ

の 避 難 民

は 約 3 万

2000 人と

推定されて

いる。ビル
マの人口およそ半数の約 2500 万人が貧困ラ

インより下にいる。

　2月 1 日、シンポジウムを開催した在日

ビルマ市民労働組合（以下 FWUBC）主催

で、シンポジウム「ビルマ民主化のゆくえ」

が開催された（＠連合会館）。ＦＷＵＢＣは

2002 年、軍の迫害から逃れて来日した難民

申請者、非正規滞在者によって結成。以来、

ミャンマー人コミュニティの中心として、労

働問題に取り

組んでいる。

民主主義を破

壊し殺戮とも
言える弾圧を繰り返す国軍の暴挙を許さず、

連帯して闘っていこう。

■コミュニティユニオン首都圏ネットワーク

は、2月 2日争議支援1日行動を取り組んだ。

①神奈川シティーユニオン ( 日立 Astemo ブ

ラジル人への暴行 ) ②東京管理職ユニオン

( 一般社団法人あんしん財団、退職強要、都

労委命令無視、スラップ裁判などなど ) ③プ

レカリアートユニオン ( テイケイ、退職強要、

二甁代表
総会会場

尾澤さん

集会会場

会場での横断幕

集会での報告

集会会場
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賃金未払、組合への誹謗中傷文書送付などな

ど ) ④神奈川シティーユニオン ( ナカムラロ

ジスティクス、暴行による骨折など ) ⑤東部

労組 ( タケエイ、支部委員長の定年後の再雇

用、差別の撤廃など、ストライキの実施 ) の

順番だった。いずれの争議も、労働者が安心

して働けない

会社への抗議

行動であっ

た。( 朝 10

時から 16 時
30分　18参加団体 100 人が参加した。)

■ 2 月 4 日 18:30、東水労会館で、「放射

能汚染水を海に流すな！」講演会が開かれ

た。主催は全労協。東電は、福島第一原発に

110 万トンを超える放

射性汚染物質を満タンに

している。この汚染水を

23 年春頃から海洋投棄

を始めるとしている。全
国漁業共同組合が反対している。全労協はこ

うした運動に連帯して、「問題だらけの汚染

水海洋投棄」を学習しようと講演会が開かれ

た。講師は、後藤政志さん ( 元原発技術者 )。

続いて「福島現場からの訴え」として、佐藤

和良さん ( い

わき市議会議

員・リモート)

が話してくれ

た。

また、福島第一原発復旧作

業で労働災害が認められ、

真の東電責任を控訴して、

苦渋の和解協議を続けて闘

う遺族の思いが訴えられ

た。

労働契約法 18条潜脱の無期転換逃れに対

する裁判闘争が行われている。2月 28 日

11 時から参議院会館で、法改正を求める

院内集会が開催される。厚労省は無期転換

逃れの調査を行ったが、院内集会には担当

者も呼び、有期雇用労働者の権利として雇

用安定を求めていく。

　労働契約法 19条には不備があり、企業

の違法とならなければ何をやっても良いと

する姿勢が問題である。同時にこの闘いを

進めている日本通運の無期転換逃れ高裁も

開かれる傍聴参加で支援していこう。

　2月 28日 ( 月 )11 時　参議院会館　B104 会議室

　3月 22日 ( 火 )11 時　101 号法廷

首都圏総行動

首都圏総行動

渡邊全労協議長

講演会会場

汚染水の講演

名称：ユニオンネット第 4回総会

日時：２０２２年３月１０日（木）１８時～

場所：万世橋区民館

※総会案内は会員

の方に送付してい

ます。出欠につい

て、Zoom 出席を

希望される方は事

務局まで連絡願い

ます。

ユニオン平和の

「のぼり旗」をユ

ニオン名を記載し

販売しています。

1枚1500円（送料込み）

高さ 180cm×幅 45cm
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

■名護市長選、絶対勝てると思った岸本洋平

さんの敗北。私たち世代には、父にあたる岸

本建男さんの記憶が鮮明だろう。「復帰」後

押し寄せる「本土」資本に抗い沖縄の真の豊

かさを説いた「逆格差論」や、市長時代の辺

野古新基地をめぐる政府との攻防と苦悩…。

これらの記憶は、沖縄戦の記憶も含めて、若
い世代にはほとんど届かな

い、響かないということ

なのだろうか。40 代・30

代・20 代と若い世代にな

るほど高率になる現職自公

市長支持の広がりは、不気

味ですらあるし、歴史の継

承に責任のある私たち世代
への深刻な問いを含んでい

る。名護市長選については、

ごくごく私的な感想になる

が、あらためて書き留めた

いと思う。　　　記：毛利

　南部地域での鉱山開発計

画をめぐって、昨年５月に

沖縄県は、熊野鉱山の業者

に対し遺骨の有無について

関係機関と連携して確認す

ることなどを求める、自然公園法に基づく措

置命令を出しました。業者側は、これを不服

として国の公害等調整委員会に取り消し請求

を行い、第２回審理が３月 24日（木）に行

われます。審理内容と裁定は、今後の南部地

域での鉱山開発と辺野古埋立土砂問題に大き

く影響します。

※ 　

17時～　衆議院第２議員会館 多目的会議室

大久保公園

大久保公園

朝日 2022 年 1月 25日


